
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日
提
出

質

問

第

五

〇

号

妊
娠
適
齢
期
に
つ
い
て
の
教
育
及
び
若
い
時
期
に
女
性
が
働
き
な
が
ら
産
み
・
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
基

盤
の
欠
如
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

野

田

聖

子

50



妊
娠
適
齢
期
に
つ
い
て
の
教
育
及
び
若
い
時
期
に
女
性
が
働
き
な
が
ら
産
み
・
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
基

盤
の
欠
如
に
関
す
る
質
問
主
意
書

最
近
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
晩
婚
化
・
晩
産
化
が
進
ん
で
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
平
成
二
十
三
年
の
女
性
の
平
均
初
婚
年
齢
は
二
十
九
・
〇
歳
、
ま
た
平
均
初
産
年
齢
は
三
十
・
一
歳
と
な
り
、
二
十
年
前

に
比
較
し
、
約
三
歳
高
齢
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
自
然
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
る
妊
孕
性
（
妊
娠
す
る
能
力
）
は
二
十
歳
代
後
半
よ
り
低
下
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
（H

um
an

R
eproduction

17:1399−1403,2002

）
。
ま
た
周
産
期
死
亡
率
も
母
体
年
齢
が
二
十
五
歳
か
ら
二
十
九
歳

で
最
も
低
く
、
母
体
の
年
齢
と
と
も
に
死
亡
率
は
高
く
な
る
（
厚
生
労
働
省
「
平
成
二
十
三
年
人
口
動
態
統
計
」
）
。
さ
ら
に

ダ
ウ
ン
症
の
発
生
率
も
母
体
の
年
齢
と
と
も
に
上
昇
し
、
母
体
が
二
十
六
歳
で
は
千
百
七
十
六
人
に
一
人
で
あ
る
の
が
、
三
十

四
歳
で
は
五
百
人
に
一
人
、
四
十
歳
で
は
百
六
人
に
一
人
と
な
る
（O

bstetrics
and

G
ynecology

58:282−285,1981

）
。

こ
の
よ
う
に
、
妊
娠
し
や
す
く
、
妊
娠
後
の
経
過
も
安
全
な
妊
娠
適
齢
期
は
二
十
歳
代
中
ご
ろ
と
い
え
る
が
、
現
代
社
会
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
、
こ
の
適
齢
時
期
を
逸
脱
し
た
妊
娠
を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
高
齢
化
に
向
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
人
の
「
卵
子
の
成
り
立
ち
や
老
化
」
や
「
妊
娠
適
齢
期
」
の
教
育
が
、
生
物
、
理
科
、
保
健

一



体
育
な
ど
の
学
校
教
育
で
き
ち
ん
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
生
理
学
的
な
事
実
の
教
育
（
妊
活＝

妊
娠
の
知
識

を
活
か
す
授
業
）
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
共
働
き
家
庭
が
標
準
家
庭
と
な
っ
て

き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
い
時
期
に
女
性
が
働
き
な
が
ら
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い

こ
と
、
さ
ら
に
男
女
に
対
し
「
共
働
き
時
代
の
家
族
形
成
を
考
え
る
教
育
」
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ

る
。ま

た
、
様
々
な
両
立
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
二
十
年
間
、
第
一
子
出
生
一
年
後
で
、
仕
事
を

継
続
で
き
て
い
る
女
性
は
二
十
数
％
と
い
う
数
字
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
現
状
と
し
て
「
子
ど
も
か
仕
事
か
」
の
二
者
択
一
が

迫
ら
れ
て
い
る
。
「
中
流
男
性
の
没
落
」
が
進
み
、
「
中
流
家
庭
」
を
男
性
一
人
の
働
き
と
パ
ー
ト
主
婦
と
い
う
構
造
で
は
支

え
ら
れ
な
い
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
「
働
き
な
が
ら
産
み
育
て
る
こ
と
」
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
と
言
え
る
。
こ
の
「
社
会
的
不
妊
」
か
ら
産
む
こ
と
を
先
延
ば
し
し
、
加
齢
に
よ
っ
て
身
体
的
不
妊
に
つ
な
が
る
と
い
う
構

図
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
女
性
が
働
き
、
産
み
、
育
て
ら
れ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
及
び
女
性
の
「
稼
得
意
識
」
を
育

て
る
教
育
が
必
要
と
考
え
る
が
、
「
男
性
も
家
事
・
育
児
を
担
う
べ
き
と
学
ん
だ
」
女
性
は
若
い
世
代
で
増
え
て
い
る
一
方
、

「
女
性
も
生
活
費
を
稼
ぐ
べ
き
と
学
ん
だ
」
女
性
は
い
ま
だ
少
な
い
（
女
性
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
調
査

二



／
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
。

従
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
際
的
に
実
施
さ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
人
女
性
の
う
ち
「
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
望
み
、
十
二
か
月
間
の
性
生
活

に
よ
っ
て
妊
娠
し
な
い
場
合
、
そ
の
カ
ッ
プ
ル
は
不
妊
で
あ
る
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
人
」
は
二
十
八
％
、

「
女
性
は
三
十
六
歳
を
過
ぎ
る
と
受
胎
能
力
が
落
ち
る
と
理
解
し
て
い
た
人
」
は
二
十
七
％
、
「
性
感
染
症
が
妊
娠
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
人
」
は
二
十
六
％
（
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
国
際
調
査
／
カ
ー
デ
ィ
フ
大

学
・
メ
ル
ク
セ
ロ
ー
ノ
社
）
で
、
日
本
人
の
妊
娠
リ
テ
ラ
シ
ー
は
世
界
で
も
最
低
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ

い
て
政
府
は
ど
う
考
え
る
か
。

二

中
学
、
高
校
等
の
学
校
に
お
け
る
保
健
体
育
の
教
科
書
は
、
少
子
化
問
題
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
に
お
い
て

も
、
「
性
病
予
防
」
と
「
避
妊
」
が
主
体
で
、
「
卵
子
の
成
り
立
ち
や
老
化
」
や
「
妊
娠
適
齢
期
」
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

中
学
、
高
校
等
の
学
校
に
お
け
る
保
健
体
育
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
各
自
治
体
や
教
育
委
員
会
の
方
針

に
任
せ
ら
れ
、
国
の
指
導
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、
今
日
の
妊
娠
知
識
の
低
下
と
、
晩
産
化
、
ひ
い
て
は

三



少
子
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
、
生
物
学
的
な
妊
娠
知
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
中
学
、
高
校
等
の
学
校

の
「
保
健
体
育
」
、
「
生
物
」
等
の
教
育
を
改
善
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
の
か
。

四

女
性
の
社
会
進
出
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
共
働
き
家
庭
が
標
準
家
庭
と
な
っ
て
き
た
現
状
か
ら
、
早
期
に
産
み
た
く
て
も

産
め
な
い
女
性
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
「
社
会
的
不
妊
」
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
の

対
応
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
想
定
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

米
国
で
は
、
「
男
性
が
家
事
・
育
児
を
担
う
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
と
、
「
女
性
が
生
活
費
を
分
担
し
て
担
う
」
こ
と
を

学
ぶ
教
育
が
表
裏
一
体
に
行
わ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
つ
を
中
学
、
高
校
等
の
学
校
の
「
保
健
体

育
」
、
「
現
代
社
会
」
等
の
授
業
内
容
に
必
須
項
目
と
し
て
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
方
針
を
伺
い
た

い
。

六

男
性
に
は
「
家
事
・
育
児
へ
の
主
体
的
参
加
」
を
促
す
共
働
き
時
代
の
家
族
形
成
を
考
え
る
教
育
も
必
須
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
中
学
、
高
校
等
の
学
校
の
「
現
代
社
会
」
等
の
授
業
で
教
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


